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各位

日本ゼオン、米沢市に化学品研究棟竣工

日本ゼオン株式会社（社長　古河直純：東京都千代田区）は、4月24日、化学品研究棟の竣工式を子会社のゼオンケミカルズ米沢株式会社（社長 光田康裕：山形県米沢市）で行った。
　当研究棟は、当社化学品事業の合成香料等の新製品開発におけるスケールアップ研究機能を充実させるとともに、生産拠点である米沢に立地することにより研究と生産の連携を密にし、新製品開発のスピードアップをはかるものである。

また、同時に、一部外部に委託していた試作生産を内部に取り込むことにより新製品製造技術の社内蓄積とブラックボックス化の更なる推進をはかる。投資金額は約2億円。

　当社の化学品事業は、ナフサ分解によって得られたC5留分を原料とし、独自の合成技術から開発した合成香料、特殊溶剤、医農薬中間体等の製品群からなり、当社が世界で唯一展開しているC5留分総合利用の観点から重要な位置を占めている。生産拠点としては水島工場（岡山県）およびゼオンケミカルズ米沢の2拠点をもつ。

ゼオンケミカルズ米沢は化学品製造用プラントおよび多目的パイロットプラントを有しており、合成香料等の製造や新製品開発を行っている。また、合併処理浄化槽や住宅設備部材など大型樹脂成形品の原料であるRIM（Reaction Injection Molding／反応射出成形）配合液を製造している。

研究棟の概要

　・構造　　　　：鉄骨ALC造

　　・延べ床面積　：約515m2 （2階建て）

補足説明

当社化学品事業は、1980年代に合成香料市場に参入したことからスタートしている。その後、各種医農薬中間体、特殊溶剤を加え、ファインケミカル事業として発展してきた。

事業の中核であり香水、食品、石鹸、シャンプー等に使用される合成香料については、グリーン系およびジャスミン系香料を得意とし、特にグリーン系香料のなかでポピュラーである「青葉アルコール」に関しては世界トップシェアをもつ。また、ジャスミン系でも汎用的に使用される「メチルジヒドロジャスモネート」では世界第二位グループに位置している。

お問い合わせ先

日本ゼオン株式会社　広報室

電話：　03－3216－2747
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